
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 畑地工学担当 

草生帯の土砂流出対策効果解析 

畑地からの侵食土砂流出防止対策である草生帯の設置諸元決定を目的に、設置長さなどの各種
諸元と対策効果との関係を明らかにするモデル解析を行いました。 

感度分析の結果 

 畑地の土壌侵食に伴う土砂流出は河川や沿岸域などの水
環境汚染の一因となっており、畑地での土砂流出対策が求
められています。 

 草生帯は低コストかつ省力的な対策ですが、設置長さなど
の諸元決定に係る知見はありませんでした。 

研究のポイント 

 地形条件、草生帯上流側の表流水
流量、土砂濃度、土砂粒径割合お
よび草生帯設置長さなどを入力し
て、土砂輸送モデルで計算すると、
草生帯下流側の流出水土砂濃度
や土砂粒径割合を出力します。 

 土砂輸送モデルは、コンピュータ上
で草生帯付近での表流水に含まれ
る土砂の挙動を再現します。 

草生帯による土砂流出軽減のしくみ 

南西諸島の畑地からの赤土流出対策を目的として、センチピードグラス（芝草の一種）を用いた
草生帯の土砂流出対策効果を解析しました。 

草生帯の設置長さと効果の関係 

研究の背景 

解析の概要 

効果解析例 

畑地からの土砂流出 

排水路

草生帯

堆積土砂

畑地表面 水面形

土砂濃度が減少した表面水
が排水路へ流入．

表面水の流れは草生帯の抵抗で
「よどみ」になる．この区間では土砂
が沈降し，地表面に堆積する． 豪雨時に畑面で侵食された

土砂は表面水とともに流下．
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単位幅流量

3m以上では効果の増加率が減少 

解析は、土砂輸送モデルを用いて行いました。 


